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結果｜ 

 
 
 
 

洪水ハザードマップは内水氾濫に対応しておらず、 
内水氾濫への対応は住民の防災意識に委ねられている 
防災マップに『内水氾濫を考慮したハザードマップ』を 
追加するべきである 

加古川下流域における内水氾濫の危険性 
～実用的なハザードマップ作製に向けて～ 

兵庫県立加古川東高等学校 理数科 課題研究７班   

背景・目的 
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浸透率調査 
目的｜加古川下流域の経年変化に伴う内水氾濫発生の危険性を調べる 

方法｜１．QGISを用いて、1977年、2014年の土地利用細分メッシュデータを 
       浸透率調査に適した土地利用図に編集する 
      ２．土地利用図から調査地域の平均浸透率を求める 
      ３．浸透率の変化から、内水氾濫の危険性の変化を予測する 

分類名 浸透率   
(𝑓𝑖) 

メッシュ数   (𝑁𝑖) 
2014年 

メッシュ（𝑁𝑖） 
1976年 

増減 色 

森林 0.80 171 226 減 ■ 

畑・荒地 0.70 54 143 減 ■ 

水田 1.0 455 1329 大幅減 ■ 

建物用地 0.18 2634 1638 大幅増 ■ 

工業地帯 0.30 254 383 減 ■ 

舗装路 0.10 187 77 増 ■ 

河川・海 0 548 507 変化無 ■■ 

浸透率計算結果 1199 2017 

土地利用の高度化の影響で、加古川下流域において 
浸透率は低下しており、内水氾濫の危険度が増大している 

加古川市発行の洪水ハザードマップには
既往浸水箇所が掲載されているが、浸水
が想定されていない区域での浸水が最も
多くなっている。つまり、内水氾濫は発生
頻度が高いものの現行のハザードマップ
では考慮されていない。 
しかしながら近年、都市化に伴い、 
内水氾濫発生件数が増加している。 
 

目的 内水氾濫を考慮するようハザードマップに提言する 

標高が低く、平坦な地域が湛水しやすい
と考え、QGISを用いて、標高10m未満、
傾斜度0.5度未満の地域を抽出した。 

このうち、ハザードマップでの浸水想定
で比較的安全と判断されている地域、実
際に内水氾濫被害が報告されている地

域であるかをもとに選定した。 

番号 地域名 内水災害危険性 浸水実績 造成年代 基準点の
地盤高 

想定被害 

① 升田旧集落 無 無 ０m 

② 升田旭団地 有 無 0.5～１ｍ 

③ 出河原 有 有 0.5～２ｍ 

現地調査 
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年代 平均浸透率 

1977 0.471 

2014 0.279 

分類名 色 浸透率 

森林 ■ 0.80 

畑 ■ 0.70 

水田 ■ 1.0 

建物用地 ■ 0.18 

工業地帯 ■ 0.30 

舗装路 ■ 0.10 

河川・海 ■■ 0 

浸透率は低下している 

キーワード 
 

内水氾濫  短期的な大雨により、河川の水位が急上昇することで 
                 下水道や水路からの排水が出来なくなり水があふれ出す現象 

浸透率    土地への水のしみこみやすさ （水田の浸透率を1.0とする） 

QGIS     地図上で解析をおこなうフリーソフト 

かさ上げ   家屋を今までよりも高くすること 

結果｜ 
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回収率 50.5% 
B-1では住宅購入時よりも建て替え時の 
ほうが防災を意識したかさ上げを 
実施した住宅が多い 

長期間の居住が地域理解を深化させる 

アンケート調査 

方法｜団地の一戸建て190軒に災害や 
     防災についてのアンケートを投函し、 
     後日回収、分析する 

メッシュ別割合（％） 

2014 

1977 
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平均浸透率 

0.471 

0.279 

結果| 
B‐1,B-2,C,Aの順に 
かさ上げ高が高かった 
  

地盤高が低いほど、 
かさ上げ高が高いとは 
限らなかった 
  

B-1とB-2ではかさ上げ高に 
差が見られた 

かさ上げ高調査 

方法｜地盤高調査と同様の方法、住宅で実施 

結果｜ 

 
 
 
 
 
 

A 升田旧集落 

B-1升田旭団地 北 

B-2升田旭団地 南 

C 出河原南 
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B-1とB-2 のかさ上げ高の差はどうして生じたのだろうか？ 

方法｜１．2500分の1国土基本図に記載された標高点を基準として 
      レベル測量を行う 

     ２．計測地点は住宅正面の道路で、ランダムに選ぶ 

・自然堤防上は地盤高が 
 高く、後背湿地は低かった 
 , 

・地盤高はハザードマップの  
 浸水想定と対応していた  

地盤高調査 

かさ上げを調査することは内水氾濫の考察に必要ではないか？ 

内水氾濫への対応は住民の防災意識に委ねられている 

記
号 

地域名 
内水氾濫
危険性 

土地利用
の変遷 

浸水 
実績 

治水地形 
分類図 

浸水想定 

A 升田旧集落 無 ■→■ 無 自然堤防 0ｍ 

B 升田旭団地 有 ■→■ 無 後背湿地 0.5～1ｍ 

C 出河原南 有 ■→■ 有 後背湿地 0.5～2ｍ 

方法｜ 
１．①内水氾濫危険地域  
     ②ハザードマップでの浸水実績 
     をもとに、調査地域を選定する 
２．地盤高調査、かさ上げ高調査、 
     アンケート調査を実施する 

考察｜ 

かさ上げ高 

目的｜内水氾濫を考慮したハザードマップ作成のために、 

 
                   ・内水氾濫についての周知活動を行う 
 

         ・人工構造物を考慮した、内水氾濫に対応したハザードマップの作製 

今後の課題 
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地域｜升田旭団地  [B-1（北） , B-2（南）] 

・かさ上げをしている 
 住宅が多かった 
  

・Bの中でかさ上げ高に 
 ばらつきが見られた 
 

購入時 建て替え時 

(%) B-1におけるかさ上げ実施割合 
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加古川下流域でよりミクロな調査を行う 


